
モニタリング項目：国際交流の動向 視点：物流の国際交流量は増加しているか。

各地域ブロックを発着地とする国際海上コンテナ貨物量は増大している。各地域発着コンテナ貨物の自地域ブロック内
のゲート利用比率は、概ね各地域ブロックにおいて増大している。また、貿易相手国としては、中国が急増している。

指標：発着コンテナ貨物量、同ブロック内ゲート利用比率、輸出入相手国別コンテナ貨物量

（年）

（出典）国土交通省全国輸出入コンテナ貨物流動調査より国土交通省国土計画局作成
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ブロック別発着コンテナ貨物のブロック内ゲート利用比率
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■国土のモニタリング
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